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「蒼ざめた馬」は、大正 10 年 10 月の「日本詩人」に発表した２連 13 行の詩で、初出で
は「――宿命の不可抗力に就いて――」の付記がある。第１連の「みじめな しょんぼり
































































ある とをあある やわあ」と、独特なオノマトペーで表現されている。 
 
「惡い季節」は、大正 11 年１月の「日本詩人」に発表した作品で、「囀鳥」の次に載っ

















が強く表れ、最終行の「お母ああさん ！ お母ああさん ！」の表現にこのことをよみ











































 「笛の音する里へ行かうよ」は、「恐ろしい山」と共に大正 11 年 5 月「日本詩人」に発



























て輕蔑して居る。」（全集 14 巻・ｐ94）と述べている。 
 
 「猫柳」は、１連 15 行の詩で、「そは人の知らないさびしい情慾 さうして情慾です。」















 「五月の死びと」は、初出不詳であるが、全集第 15 巻の年表によれば大正 11 年 6 月の
「嵐」に「怠惰の暦」とともに掲載されている。この詩はまさにエレナの死体幻想の作品
である。『靑猫』にはこの「五月の死びと」の前に、初出不詳の「野鼠」という 1 連 13 行
の詩を載せてるが、この「野鼠」も冒頭に「どこに私らの幸福があるのだらう」とあり、


































であることは触れてきた。この月にかかわる大正 11 年 5 月の「婦人公論」に、「片戀・白 
い雄鳥」の２編の作品を発表している。「白い雄鳥」は 2 連 14 行の詩で、『靑猫』では「白 
い牡鶏」『底本靑猫』では「白い雄雞」と表記を変えている。第１連 8 行は「わたしは田舎 
の牡鶏です／まづしい農家の庭に羽ばたきし／垣根をこえて／わたしは乾からびた小蟲を 
ついばむ。／ああ この冬の日の陽ざしのかげに／さびしく乾地の草をついばむ／わたし 
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は白っぽい病氣の牡雞／あはれな かなしい 羽ばたきをする生物です。」と表現され、こ 
こには、エレナ追想の思いはうたわれていない。「牡鶏」は朔太郎のことであろう。ひたす 
らに虚無の世界に未練がましく何かを漁っている男の姿、それを「白っぽい病氣」の男と 
いう。第 2 連には「墓場・こはれた日時計」とさびしい田舎の風景を描き、それは遠い過 
去の時間の中で、先祖の霊がささやきあって暮らしているように、自分自身の魂も、生き 
ながら先祖の霊の世界にいると感じている。その声は、けたたましい牡鶏の鳴き声である。
そして大正 11 年 6 月に「怠惰の暦・五月の死びと・雨中を彷徨する・艶めかしい墓場・ 
くづれる肉體」と、エレナ追想・死体幻想の作品を次々に発表してゆくのである。 
 




























  と、屍体の胸のところへメスを入れた。赤い血が流れた。（中略） 
 「それと、約束だ。このことは絶対に誰かに言うな。二人だけの秘密だ」と、言った。 
 「その人、生きていた人 ？」と、朔太郎は言った。 
 「生きている人を解剖したら法律で罪になる。そんなことくらいは、もう分るだろう？」 
 「仔ネコは？」 
 共愛学園前橋国際大学論集 No.6 202 
 「ハッハッハ。この間仔ネコの解剖見ていたのかい？」 









      うすぐらい床の隅で 
      長い長い棚の隅に 
      いろいろな瓶が竝んで居る 
 
  あるこーるづけの蛙 
  あるこーるづけの鼠  
  あるこーるづけの心臓 
  あるこーるづけの貝 
  じっと透して居ると 
  ぼんやりした玻璃光線の中にみえる 
  いろいろなものがみえる 
  白っぽけた人間の耳 
  ゆがんだ病氣の手   
  ・・・・・・・・ 
  うすあかりの棚のまへで 
  おれは胎児のやうにこごまって泣き出した 
・・・・・・・・ 
・・・・・・・・ 
  ぼんやりした光線の中で 
  うすあかりの床にこごまって 
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 「輪廻と轉生」は、1 連 19 行の詩で、大正 11 年 7 月「日本詩人」に「黒い蝙蝠・屍蠟
と靑猫・海鳥・憂鬱な風景」とともに発表された作品である。この中の「憂鬱な風景」は






























 「公園の椅子」は、初出は大正 13 年 1 月「上州新報」に「郷土望景詩篇――公園の椅子」
































































書近代文芸研究『萩原朔太郎研究』高田瑞穂編・昭和 48 年 5 月 1 日三弥井書店刊・所載）
である。「さびしい」の詩語は「定本『靑猫』の三分の二近くの詩に用いられている。」（前
掲書・ｐ138）と、朔太郎の詩での「さびしい」の語が重要な意味をもっていることを指摘
している。ただ研究集録という限られた中で論じているために、個々の詩についての「さ
びしい」の詩語の検討は触れられなかったようである。他に「憂鬱」「かなしい」「やさし
い」などの詩句についてもその重要さを述べている。 
今後「さびしい」の語以外をとりあげ、朔太郎の詩の真実にせまりたいと考えている。 
[付記]引用の朔太郎の作品は、筑摩書房版『萩原朔太郎全集』による。 
